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資料１　第２次安曇野市観光振興ビジョン　施策体系（案）

コンセプト：また行きたい 選ばれ続ける観光地 安曇野　～期待され、信頼される観光地づくりを目指して～

施策
の柱

基本戦略 施策 事業・説明
新規・強化する

取り組み
実施
主体

連携 具体的内容の例

観光地ブランド形成に向けたストーリー構築 新規・強化 具体的内容の例
○ブランド・アイデンティティの構築

・歴史・自然をはじめする地域資源の価値の再整理
（神話・歴史、観光地化の近代史、豊かな自然と美しい景観、多様な地域資源等）

・ＨＰ、パンフレット等の作成、情報発信

わさびを活用した観光振興 新規・強化 具体的内容の例
○わさび関連の施設や生産者との連携による事業展開の促進
・特別な体験メニューの造成
○インナーブランディングの推進
・安曇野をもっと知り、もっと楽しむ市民の創出

山岳観光の推進 新規・強化 具体的内容の例
○山岳観光関連事業者との連携
・山岳観光推進実行委員会の運営
・魅力的なコンセプトの検討とＰＲ
○快適で利便性の高い環境の整備
・登山基地機能の整備
・登山道及び付帯施設の整備
○登山者向けの二次交通の整備
・一ノ沢、三股線のバス運行
・登山者向け乗合タクシー乗車場所の設置
○山麓エリアの活用
・市内全体への相乗効果の検討
○全天候・全季節型の登山リゾートの構築
・悪天候日の山岳観光者向けプランの造成

・冬季の登山ファンの受入体制整備

天蚕を活用した観光振興 新規・強化 具体的内容の例
○天蚕の観光資源としての活用
・観光資源化、後継者育成、文化資源としての保存、販路開拓・拡大手法の具体化（天蚕振興計画の策定）
○コンテンツ開発
・蚕の飼育から製糸まで体験できる、何度も訪れる観光体験としての活用
・事業者、市民対象コンテンツの開発・提供
○ブランディングと情報発信
・天蚕リブランディング
・広域連携による情報発信（絹のみちプロジェクト、シルクのまちづくり市町村協議会、信州シルクロード連携
協議会）
○天蚕センター施設維持・管理

安曇野サイクルブランドの構築 新規・強化 具体的内容の例
○コンテンツ・ルート開発
・安曇野の歴史・文化・景観・食を生かした観光コンテンツ開発
・シェアサイクル・レンタサイクルを活用したポタリングの推進
・自転車の種類や地域の特性を生かしたモデルルートの設置
・宿泊施設につなげるルート開発
・サイクリングやE-bikeを主軸としたサラダ街道、アートライン、善光寺街道方面とのルート開拓
　既存サイクリングルート活用の検討
○自転車ガイドの育成
○サイクリング環境の整備
・Japan Alps Cycling等と連携した広域的なサイクリング環境の整備
・自転車専用レーンの延長　
・サイクリングオアシスの増設
（安曇野市自転車活用推進計画の展開）

ロゴデザイン等を活用したブランドの構築 新規・強化 具体的内容の例

・ロゴマーク（朝が好きになるまち 安曇野）等の再検討

・安曇野の魅力的な観光資源（カフェ、パンなど） × 朝 によるブランド構築

メディア・ロケ誘致・支援の推進 新規・強化 具体的内容の例

メディア・ロケ機会を捉えた効果的な情報発信 新規・強化 具体的内容の例
○ロケ地の情報発信
・上映中及び上映後（放送後）の情報発信

○ロケ地巡りツアー造成

観光地マネジメント組織の設立検討 新規・強化 具体的内容の例

・市・観光協会・商工会・各種事業者・市民によるDMO研究と設立方針の検討

・観光事業をマネジメントし、企画・管理・推進を一元化できる組織（仮称・安曇野市観光機構）の構築

・CX（顧客体験価値向上）戦略の推進と実施

持続可能な観光地づくりへの体制構築 新規・強化 具体的内容の例
・「持続可能な観光地」認証の取得

・入湯税などの有効な活用方法の検討

地域内の好循環を創出する観光事業者の支援 新規・強化 具体的内容の例
○滞在時間の延伸の促進
・滞在促進への協力・支援（早朝営業、夜間営業、連泊等への対応支援）
・Ｂ＆Ｂの推進（二次・三次交通の提供、宿泊業・飲食業との連携支援）
○宿泊事業者と地元生産者との連携支援
・農水産物の活用促進
○新たな観光事業者の確保・育成
・空き家・空き店舗・施設等の活用促進
・新規観光事業者（宿泊、体験、他）へのアドバイス、受入のフォロー（含む支援）

来訪者との好循環を創出する観光事業者の支援 新規・強化 具体的内容の例

・旅行会社キャラバン、商談会への出展支援、参加支援

・全国主要都市の旅行エージェント訪問支援

観光資源の保全の促進 新規・強化 具体的内容の例
○地域貢献型商品の開発支援

・自然保全寄附付の土産、着地型ツアー、宿泊商品等の開発支援

○自然・文化等の景観保全活動への協力促進

・寄付金、ふるさと納税による保全協力の促進

持続可能な開発目標（SDGｓ）への貢献支援 新規・強化 具体的内容の例
○観光関連事業者の温室効果ガス抑制
・取り組みの普及・啓発、勉強会の実施
○再生可能エネルギーの活用支援
・EV車用充電スタンドの利用促進と拡充（空状況見える化・設置にともなう補助制度の確立）

災害時の事業継続の体制構築 新規・強化 具体的内容の例

○観光地BCP（事業継続計画）の策定

・観光関連事業者や地域と連携した危機管理体制の強化
・危機管理マニュアルの作成、関係者間での共有
・予防・訓練体制の整備、実践

観光地継続マネジメント（ＤＣＭ）の構築 新規・強化 具体的内容の例
・多様なリスクに応じた効果的な情報発信の強化
・観光事業者へのコロナ支援
・安曇野あんしん旅の磨き上げ、情報発信の強化

・感染症対策の徹底

観光地BCP（事業継続計画）の策定により、災害時の事業継続体制の構築を目
指します。

【新規】危機管理マニュアル
の作成、関係者間での共有
【新規】観光関連事業者や地
域と連携した危機管理体制
の強化

観光課
観光協会

商工会自然災害の発生や感染症の拡大などをあらじめ想定して対策を講じ、観光客の
落ち込みを最小限にし、早期に元の状態に戻す取組を進め、観光地継続マネジ
メント（DCM）の構築と普及を目指します。

【強化】多様なリスクに応じた
効果的な情報発信の強化
【強化】観光事業者へのコロ
ナ支援

→

〈1-2-4〉
観光危機管理
体制の構築

観光課
観光協会、

商工会

地域貢献型商品の開発支援や自然・文化等の景観保全活動への協力促進を通
じて、来訪者意識の醸成を図り持続可能な観光資源の保全を促進します。

【新規】自然保全寄附付の土
産、着地型ツアー、宿泊商品
等の開発支援
【新規】自然・文化等の景観
保全活動への寄付金、ふるさ
と納税による保全協力の促
進

観光課
商工会

商工労政課
環境課

温室効果ガスの抑制や再生可能エネルギーの活用に取り組む先駆的観光関連
事業者を支援することで取組の拡充・展開を図り、持続可能な開発目標（SDGｓ）
のへの地域内・企業貢献を促進します。

【新規】温室効果ガス抑制に
向けた取り組みの普及・啓
発、勉強会の実施

→

〈1-2-3〉
文化・環境の
サステナビリ
ティへの貢献

観光課
環境課、文化

課、
建築住宅課

観光課
観光協会旅行会社キャラバンや商談会への出展支援など観光事業者の営業支援を通じ、

来訪者の継続的な増加を目指します。

【新規】旅行会社キャラバン、
商談会への出展支援、参加
支援
【新規】全国主要都市の旅行
エージェント訪問支援

観光課

観光協会
商工会
農政課

商工労政課
移住定住促

進課

滞在時間延伸の促進や地元農水産物生産者との連携などに取り組む観光・宿
泊事業者を支援することで、地域内の好循環を創出し社会・経済への波及効果
を促進します。

【新規】Ｂ＆Ｂの推進（二次・
三次交通の提供、宿泊業・飲
食業との連携支援）
【新規】滞在促進への協力・
支援（早朝営業、夜間営業、
連泊等への対応支援）

安曇野版観光地マネジメント組織の在り方・設立検討を進め、稼げる観光地経営
体制の構築を目指します。

【新規】市・観光協会・商工
会・各種事業者・市民による
DMO研究と設立方針の検
討・整理
【新規】観光事業をマネジメン
トし、企画・管理・推進を一元
化できる組織（仮称・安曇野
市観光機構）の構築検討・整
理

観光課

→

観
光
地
経
営
の
実
践

～
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
～

→

〈1-2-1〉
持続可能な
マネジメント
体制の構築

観光課
観光協会
商工会

国際基準委準拠した「日本版 持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D)」の認証取
得による持続可能な観光地への転換を促進します。

【新規】「持続可能な観光地」
認証の取得検討・整理

→

〈1-2-2〉
社会経済の
サステナビリ
ティの醸成

メディア・ロケの誘致を行い、安曇野を舞台にした作品を増加させます。
ロケ支援体制の充実を図り、選ばれるロケ地として、新規市場の開拓・多角化と
再来訪者の増加を目指し、安曇野を舞台にした作品を増加させます。

【強化】信州フィルムコミッショ
ンネットワーク、近隣FCとの
連携によるフィルムコミッショ
ン機能の充実
【強化】受入体制づくりの強化

・ロケーションガイドHPの運用
・信州フィルムコミッションネットワーク、近隣FCとの連携によるフィルムコミッション機能の充実
・受入体制づくり
・撮影場所の確保、連絡調整

観光課 文化課
ロケ地の情報発信を行うとともに、ロケ地を楽しむツアーを造成し、新たな客層の
獲得を目指します。

→

〈1-1-3〉
フィルム

コミッション
機能の充実

観光課

信州フィル
ムコミッショ
ンネットワー
ク、周辺市

町村

【強化】上映中及び上映後
（放送後）の情報発信
【強化】ロケ地巡りツアー造成

観光課
ロゴマークを安曇野の魅力的な観光資源とコラボするなど効果的に用い、ブラン
ドの構築を推進します。

【強化】既存ロゴマーク（朝が
好きになるまち 安曇野）の検
証を踏まえたブランド構築へ
の展開
【新規】安曇野の魅力的な観
光資源（カフェ、パンなど） ×
朝 によるブランド構築

観光課
（安曇野サイクリン
グブランド化推進

室）

スポーツ推
進課

安曇野市が目指している滞在交流型観光の推進と、タクシーや周遊バスをはじ
めとした市内の２次交通を補完する移動手段として、自転車を活用していきま
す。

【強化】気分や体調に合わせ
て自転車で回るポタリングの
推進
【新規】自転車ガイドの育成と
活用方法の検討

観光課
（安曇野市

天蚕振興会）

ふるさとづく
り応援団
農政課

商工労政課

「穂高天蚕糸」は約240年の歴史をもつ、日本最古の伝統産業で、「繊維のダイヤ
モンド」と呼ばれ淡緑色で独特の光沢と優美な風合いをもち、希少性のあるワイ
ルドシルクです。この天蚕を世界・全国に通用する地域ブランドとしてリブランディ
ングを行い、観光資源として活用していきます。

【強化】蚕の飼育から製糸ま
で体験できる何度も訪れる観
光体験としての活用
【強化】観光資源化、後継者
育成、文化資源としての保
存、販路開拓・拡大手法の具
体化

タクシー運
営協議会

山岳観光関連事業者と連携し、現在でも日本屈指の人気を誇る山岳エリアの受
入環境整備と国内外へのPRを行い、山岳リゾートとしてのブランド力向上と市内
全体の経済活性化を図ります。

【新規】登山基地機能の整備
【強化】二次交通の拡充
【新規】冬季コンテンツの開発

観光協会
農政課本市の特産品である「わさび」を核に、生産者・関連事業者との連携による観光

事業展開を促進し、経済波及効果を高めていきます。
【強化】わさびの特別な体験
メニューの造成

文化課
移住定住促

進課安曇野独自のブランド・アイデンティティの要素を整理し、観光客に安曇野を旅す
る目的を具体化し、想像力を膨らませ、訴求するストーリーを構築します。

【強化】歴史・自然をはじめと
する地域資源の価値の再整
理

持
続
可
能
な
観
光
地
の
形
成

（
全
体

）

→

観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

～

「
核

」
と
な
る
理
念
・
滞
在
価
値
の
形
成
～

→

〈1-1-1〉
観光地

ストーリーの
構築と発信

観光課

→

〈1-1-2〉
世界・全国に通
用する地域ブラ
ンドの育成と発
信

観光課

観光課
（観光協会）

（山岳観光推進
実行委員会）
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デジタル活用による観光流動の分析 新規・強化 具体的内容の例

・安曇野来訪者へのアンケート実施とデータ分析による観光ニーズ把握（※県観光機構の調査と連動）

・スマートフォン位置情報の活用

・中央省庁、県などのビッグデータを活用したマーケティング分析と観光ニーズの把握

マーケティング力の強化 新規・強化 具体的内容の例

観光事業者のデジタルを活用したマーケテイング力の強化を目指します。
【強化】民間事業者・観光協
会等のデジタル・マーケティン
グ力の強化

・民間事業者・観光協会等のデジタル・マーケティング力の強化

デジタルコンテンツの創出 新規・強化 具体的内容の例

VR、AR、プロジェクションマッピング等画像を活用し、デジタルコンテンツの創出
を目指します。

【強化】VR、AR、プロジェク
ションマッピング等画像を活
用した観光コンテンツの創出

・VR、AR、プロジェクションマッピング等画像を活用した観光コンテンツの創出

デジタル活用による利便性の向上 新規・強化 具体的内容の例
○自動車混雑の解消
・イベント時の臨時駐車場、公設駐車場、登山者駐車場等
○周辺観光施設への周遊誘導
・観光情報の一元化、連携による周遊促進

観光事業者のデジタル活用支援 新規・強化 具体的内容の例
・キャッシュレス決済の支援
・Googleビジネスプロフィールなどへの登録促進
・宿泊予約システムの構築と実施に対する支援
・フリーWi-Fi設置エリアの拡大の補助

MaaS（Mobility as a Service※）の推進 新規・強化 具体的内容の例

公共交通サービスと観光を結び付け、利便性を向上します。
【新規】MaaSの活用方法の検
討

・デジタル技術の活用による公共交通サービスの利便性向上
※複数の交通手段を乗り継いで移動する際、スマートフォン等からの経路検索から予約、支払までを一度に
行えるように利便性を高めたり、公共交通機関の利用促進を図ったりすることにより、交通渋滞や環境汚染、
交通弱者対策などの問題の解決に役立てようとするサービスのこと

公共交通の利用促進と二次交通の利便性向上 新規・強化 具体的内容の例
○交通・情報結節拠点の設置
・ハブ機能を持ったバスターミナル等、観光交通情報発信拠点の設置
○バス・タクシーの利用促進
・安曇野周遊バス、らくらくタクシークーポン、松本空港シャトル便などの促進
○交通事業者等と連携した新たな交通の検討（オンデマンド交通の活用等）
○新規道路開通を想定した観光交通対策協議会の設立
○大糸線、篠ノ井線の活用拡大

シェアサイクル利用促進 新規・強化 具体的内容の例
・シェアサイクルの利用促進

・サイクルオアシス・サイクルステーションの充実・ロードマップのデジタル配信

訪日外国人旅行者の受入環境整備 新規・強化 具体的内容の例
・観光案内板（地名板、施設看板、交通案内板）の一元化と多言語表示、ピクトグラムの統一

・市観光施設へのWi-Fi設置、トイレの洋式化

訪日外国人旅行者に優しいまち・ひとづくりの推進 新規・強化 具体的内容の例
・先進地の視察・研修
・地域通訳案内士の育成、活用
・外国人ボランティアの活用拡大
・四季に合わせランドオペレーター現地研修会の開催
・松本空港国際化の推進に合わせた受入体制づくり

ユニバーサルツーリズムの推進 新規・強化 具体的内容の例
・施設整備の促進・補助
・対応施設の情報発信

旅行客の多様なニーズに対応できる受入環境づくり 新規・強化 具体的内容の例
・宗教等に対応できる受入環境づくり

・ビーガンなど食事上の制限がある旅行者の受入環境づくり

施策
の柱

基本戦略 施策 事業・説明
新規・強化する

取り組み
実施
主体

連携 具体的内容の例

広域連携による情報発信 新規・強化 具体的内容の例

・ニーズに合わせたパンフレット等の情報提供資料の提供

・地域観光サイト等（♯まつもトコトコ）の活用

各種団体と連携したＰＲ活動 新規・強化 具体的内容の例
・より効果的なPR活動の検討・実施
（市民交流団キャラバン、物産展、銀座Nagano、松本山雅ホームタウン事業、バスラッピング、FM江戸川、そ
の他県外事業者との連携）

・マスコミ・メディアを活用した年間PR活動（広告宣伝・情報発信・各種告知事業）
・周辺市町村、各種協議会と連携した大都市圏への共同PR活動
・まつもと空港就航先ＰＲ

　

海外プロモーションの強化による観光客誘致 新規・強化 具体的内容の例
・動画配信など、外国旅行者の誘客に向けたコミュニケーション
・多言語による情報発信
・海外でのイベント、旅行博への出展・参加
・海外旅行会社との商談会

　

動画の積極的な活用による情報発信 新規・強化 具体的内容の例

魅力的な動画等を活用した情報発信を展開し、関係人口の創出を目指します。
【強化】ドローンなどによる魅
力的な動画等を活用した情
報発信

・ドローンなどによる魅力的な動画等を活用した情報発信

多様なターゲットに応じた効果的な情報発信ツールによる訴求 新規・強化 具体的内容の例

TikTok、インスタグラムなど若年層をターゲットとしたSNSの活用を展開し、関係
人口の創出を目指します。
インフルエンサーを活用した関係人口の創出を目指します。

【強化】TikTok、インスタグラ
ムなどを活用した若年層向け
情報発信
【新規】インフルエンサーの募
集と市内研修ツアーの実施

・TikTok、インスタグラムなどを活用した若年層向け情報発信
・インフルエンサーの募集と市内研修ツアーの実施
・インフルエンサー同行ツアー造成
・年間・月間のフォロワー数に合わせた報奨金の提供（検証）

安曇野ファン・安曇野ファミリーの創設 新規・強化 具体的内容の例
・観光関係者からの情報発信、安曇野ファン・安曇野ファミリーづくり

・安曇野ファン・安曇野ファミリーの創設と定期的な活動

・スマートフォン活用の誘客PRを募集

旅行会社・メディアとの連携強化 新規・強化 具体的内容の例
・ファムトリップの実施
・送客補助の複数年実施（バス補助、宿泊補助、買い物補助）
※時代の状況によって必要な内容が変わるため、補助制度は大枠で設定

ＭＩＣＥ（※）の推進 新規・強化 具体的内容の例
・安曇野の観光資源に関連した学会、シンポジウムの誘致

※Meeting（会議・研修・セミナー）、Incentive tour（報奨・招待旅行）、Convention またはConference（大会・学
会・国際会議）、Exhibition（展示会）の頭文字をとった造語で、ビジネストラベルの一つの形態

リゾートテレワークの推進 新規・強化 具体的内容の例
・企業向けウェルビーイングプログラムの作成

・リゾートテレワークの推進

・観光大使との連携

イベントによる誘客促進 新規・強化 具体的内容の例
・信州安曇野ロゲイニング、サイクルロゲイニングの実施
・早春賦まつりの実施
・安曇野花火の実施
・安曇野神竹灯・あづみ野てらすの実施、その他誘客イベントの実施
・安曇野ハーフマラソンの実施

新規観光イベントの開発 新規・強化 具体的内容の例
・体験型コンテンツの発信の一元化・期間分散型の謎解きイベントなど
・市民参加による、新規イベントの検討
・マイカー利用者向けの企画・検討

イベント参加者の回遊促進 新規・強化 具体的内容の例
・マラソン参加者や応援団等をターゲットにした安曇野の観光情報発信
・大規模イベントでの周遊観光PR（ハーフマラソン、安曇野花火、早春賦まつり、神竹灯など）
・地域内を回遊させるような仕組みづくりを構築（スタンプラリー、着地型商品の造成）
・イベント開催時における来訪者への自転車利用ＰＲ

イベント参加者のリピート率の向上促進 新規・強化 具体的内容の例
・マラソン参加者や応援団等をターゲットにしたスポーツメーカーとのタイアップ商品等の企画
・再来訪を促進する情報提供や特典などの企画・実施

観光課
観光協会

スポーツ推
進課

商工会観光イベントのリピーターを増やし、満足度及び再来訪意向の向上を図るととも
に、交流人口の拡大、地域経済の活性化を図ります。

【強化】再来訪を促進する魅
力あるイベントの実施

観光課
観光協会

スポーツ推
進課

商工会観光イベント参加者がより長く滞在することにより、満足度及び再来訪意向の向
上を図るとともに、地域経済の活性化を図ります。

【強化】各イベントと関連付け
した周遊観光PR

魅力ある観光イベントの創出と実施を通じて集客力を高め、満足度及び再来訪
意向の向上を図るとともに、交流人口の拡大、地域経済の活性化を図ります。

【強化】各イベントの効果的な
実施方法の検討

観光課
観光協会

→

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

観
光
交
流
人
口
の
拡
大

～
新
規
創
出
と
満
足
度
の
向
上
～

→

〈2-3-1〉
イベントの
実施・創出

観光課
観光協会

（各実行委員会）
商工会

新規観光イベントの開発により、新たな安曇野ファンを獲得するとともに、地域経
済の活性化を図ります。

【強化】新規イベントの検討と
開催

→

〈2-3-2〉
イベント

来訪者の
回遊性・リピート

率向上

信州リゾートテ
レワーク

安曇野・穂高リ
ゾートワーケー
ション研究会
商工労政課

リゾートテレワークの推進により、都市部企業や人の誘致を図ります。

【新規】企業向けウェルビーイ
ングプログラムの作成検討・
整理
【新規】観光大使と連携したリ
ゾートテレワークの実践検
討・整理

旅行会社・メディアとの連携強化により、都市部企業や人の誘致を推進します。
【新規】ファムトリップの実施
検討・整理

観光課 観光協会

MICEの推進により、都市部企業や人の誘致を図ります。

安曇野ファン・安曇野ファミリー創設による関係人口の創出を目指します。

【新規】安曇野ファン・安曇野
ファミリーの創設と定期的な
活動の在り方整理
【新規】スマートフォン活用し
た誘客PR手法の展開

→

〈2-2-2〉
都市部企業・人

の誘致

観光課 観光協会

観光課
観光協会

秘書広報課

→

関
係
人
口
の
創
出
と
活
用

～
地
域
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
～

→

〈2-2-1〉
ＳＮＳ・インフル
エンサー等を

活用した
関係人口
の創出

観光課
観光協会

観光課 観光協会

【新規】安曇野の観光資源に
関連した学会、シンポジウム
の誘致方針整理

観光課

観光協会
海外への安曇野の魅力発信と、観光客の誘客を行い、効率・効果的な情報発信
を推進します。

【強化】海外への魅力発信方
法の検討
【強化】海外への情報発信の
促進

大糸線ゆう浪漫
委員会

信州まつもと空
港地元利用促

進協議会
信州まつもと空
港利用促進協

議会
信州キャンペー

ン

マスメディアや各種団体と連携した情報発信を展開し、効果的なPRを推進しま
す。

【強化】周辺市町村、各種協
議会と連携した大都市圏へ
の共同PR活動の強化

松本広域連
合

広域連携による情報発信を展開し、効果的なPRを推進します。
【強化】広域連携を活用した
ニーズに合わせたパンフレッ
ト等による効果的な情報提供

戦
略
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
外
向
き

）

→

効
果
的
・
効
率
的
な

情
報
発
信

～
広
域
連
携
と
海
外
発
信
～

→

〈2-1-1〉
広域・団体との

連携による
ＰＲ

観光課

観光課
観光協会

→

〈2-1-2〉
海外市場への
情報発信強化

観光課
（観光協会）

ユニバーサルツーリズムを推進し、誰もが安心して楽しめる安曇野を目指します。
【強化】施設整備の促進・補
助
【強化】対応施設の情報発信

観光課 人権共生課

多種多様性に対応し受入可能な環境づくりを推進します。

【新規】多様な宗教等の受入
環境づくり
【新規】ビーガン等食事上の
制限に対応できる受入環境
づくり

→

〈1-4-3〉
多様な旅行ニー
ズへの対応整

備

観光課 人権共生課

観光課
観光協会

長野県国際
観光推進協

議会
人権共生課

松本空港国際化の推進等、広域観光の動きにも注視し受入体制を整えるととも
に先進地視察や本市の強みである地域通訳案内士の育成、活用を強化し訪日
外国人旅行者に優しいまちづくりをひとづくりから推進します。

【強化】地域通訳案内士の育
成、活用の強化
【強化】松本空港国際化の推
進に合わせた受入体制づくり

観光課 都市計画課安曇野市サインガイドラインに準拠した多言語案内板の整備と観光施設の受入
環境整備により、訪日外国人旅行者がストレスなく市内周遊できる観光地を目指
します。

【強化】受入環境施設整備

現状分析による課題の抽出と将来の観光交通の在り方を関係事業者・団体と検
討、連携し、公共交通の利用促進と二次交通の利便性向上を目指します。

【強化】安曇野周遊バス、らく
らくタクシークーポン、松本空
港シャトル便等の利用促進
強化
【新規】交通事業者等と連携
した新たな交通の検討・整理
（オンデマンド交通の活用等）

観光課
（観光協会）

安曇野サイクリ
ングブランド化

推進室
建設整備課
政策経営課

→

観
光
都
市
と
し
て
の
基
盤
整
備

～
快
適
で
安
心
な
受
入
体
制
づ
く
り
～

→

〈1-4-1〉
二次交通
の整備

観光課
（観光協会）

安曇野市タ
クシー運営

協議会
JR

政策経営課

２次交通を補完する移動手段として、シェアサイクルの利用を促進します。
【強化】シェアサイクルの利用
促進とサイクルポート増設等
の検討

→

〈1-4-2〉
訪日外国人旅

行者の
受入体制

整備

市内の観光事業者がデジタル技術をより効果的に活用できるよう支援します。

【強化】Google等を活用した
情報発信の促進
【新規】観光事業者のニーズ
に沿ったデジタルの活用

観光課

観光協会、JR、
安曇野市タク
シー運営協議
会、周辺市町

村、政策経営課

情報集約と情報発信の一元化を図り、利便性向上による来訪者満足度向上と周
遊促進を目指します。

【新規】駐車場等の情報集
約、発信
【新規】情報発信の一元化

観光課
（観光協会）

観光協会
→

〈1-3-3〉
デジタルを
活用した
来訪者の

利便性向上

観光課
観光協会

安曇野穂高
駐車場運営

協議会

ビッグデータを活用したマーケティング分析や観光ニーズの把握等、デジタル活
用による観光流動分析といった観光調査の充実を図り、多様なニーズを的確に
捉えた効果的な観光サービスの向上を目指します。

【新規】デジタルを活用した安
曇野来訪者へのアンケート実
施とデータ分析による観光
ニーズ把握
【新規】スマートフォン位置情
報の活用

観光協会

→

観
光
Ｄ
Ｘ
の
推
進

～
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
変
容
～

→

〈1-3-1〉
デジタルを
活用した
観光調査
の充実

観光課
観光協会

観光庁
長野県

→

〈1-3-2〉
デジタルを活用した

新たなコンテンツの開
発

観光課
観光協会

持
続
可
能
な
観
光
地
の
形
成

（
全
体

）
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施策
の柱

基本戦略 施策 事業・説明
新規・強化する

取り組み
実施
主体

連携 具体的内容の例

観光コーディネーターの活用 新規・強化 具体的内容の例

・観光コーディネーター（誘客営業マン）の育成

・新規観光事業者（宿泊、体験、他）へのアドバイス、受入のフォロー

観光人材雇用促進・交流促進 新規・強化 具体的内容の例

・観光事業者と就労希望者のマッチングの場の提供

・市・観光協会職員等の教育派遣

観光関連外国人就労者の活用 新規・強化 具体的内容の例
・観光関連外国人就労者（アウトドアインストラクター・通訳・ホテルマン等）を活用した情報発信

・観光関連外国人就労者のVFR（Visiting friends and relatives※友人や親族の訪問を目的とした旅行）の受入
検討

各種観光ガイドの育成 新規・強化 具体的内容の例

・産・学・官の連携による観光ガイド育成

・既存ガイドのブラッシュアップ研修の実施

・顧客のニーズに応じた観光ガイド（山岳、観光、ホスピタリティ、ボランティア）の受入の仕組みづくり

観光教育やおもてなしの向上 新規・強化 具体的内容の例
・カテゴリー別の分科会設立（勉強会の開催、情報の共有、先進地視察）
・市内学生を対象とした観光学習の促進
・アイデアソン、体験モニターなどの実施　（具体的手段であるため、不要では）
・信州大学・松本大学・地元高校等との学生による意見交換←観光学習の一環に含めてはどうか

・観光客と市民とのコミュニケーション・交流・関係づくりに向けた機会の創出

観光ボランティアの参加促進 新規・強化 具体的内容の例
・各種イベントへのボランティア参加促進
・ボランティア参加者への共通特典（証明書等）の発行
・観光ボランティアガイドの育成

歴史・文化的資源の有効利用 新規・強化 具体的内容の例
・市民より着地型旅行企画（史跡巡り）の募集

・歴史・文化資源を活用したトレッキング等の造成

・マイカー利用客の１日の移動距離（60km）圏内市町村との協働による旅行企画商品の造成

・観光客向け民話伝承の情報発信ツールの作成

農の魅力向上や農産物の活用 新規・強化 具体的内容の例
・農産物直売所・農業体験の情報発信ツールの作成
・農家民宿の活用

・多様な農産物のオーナー制度の導入

・安曇野地域内のガイドツアーの企画・実施
・あづみ農業を元気にする活性化プロジェクトとの連携
・農業体験や採れたて調理体験ツアーの企画・実施（農産物加工所の有効利用）

地域資源の活用支援 新規・強化 具体的内容の例
・新たな観光資源の商品化を目指す市民・事業者活動への支援

・地域資源を活かした既存プロジェクトへの支援
　・安曇野百選プロジェクト
　・屋敷林と歴史的まちなみプロジェクト
　・三角島ふるさとの森プロジェクト

温浴施設の運営及び利用促進 新規・強化 具体的内容の例
・指定管理者制度による運営（ほりでーゆ～四季の郷、ファインビュー室山、湯多里山の神、有明荘、安曇野
しゃくなげの湯、八面大王足湯、ビレッジ安曇野、天平の森）
・民間活力による、さらなる活性化

温泉の活用 新規・強化 具体的内容の例
・市内温浴施設の連携強化
・公営入浴施設連携イベントの実施（入浴手形）
・温浴施設のPRの充実
・観光客向け入浴年間パスポートの発行

安曇野の定番土産品開発支援・定着化推進 新規・強化 具体的内容の例

・地域と店舗が連携した地産の食材をブランディング化、目玉となる土産品を開発

・市民から地元食材活用の土産品募集・商品化・販売支援

安曇野の食の魅力発信 新規・強化 具体的内容の例

・安曇野やさいスイーツプロジェクトの情報発信

・安曇野りんごナポリタンの情報発信

・そばの情報発信やイベントの開催

アウトドアの聖地化に向けたブランディングの推進 新規・強化 具体的内容の例
〇アウトドア・スポーツの聖地化を目指した取り組みと連携
・市内キャンプ施設の活用（かじかの里公園、須砂渡キャンプ場、天平の森キャンプ場）
・リバーアクティビティの活用
・アウトドア関連企業との連携（包括連携協定の展開）
・市内事業者との連携
〇新たなアウトドアコンテンツづくりに向けた調査・企画・検討
・市民より着地型旅行企画（アウトドアスポーツ他）の募集
 ・東山ロングトレイルの商品化に向けた調査・検討、整備
 ・長峰山・光城山などを活用したトレッキングツアーなど各種ツアーの造成

ネイチャー・ツーリズムの推進 新規・強化 具体的内容の例
〇ネイチャーツーリズムのコンテンツやツアー造成・実施
・国営アルプスあづみの公園や烏川渓谷緑地等の活用
・絶景ツアーなどの造成と実施
〇自然資源の再確認とリストアップ

市内美術館等地域全体で取り組むアート・ツーリズムの展開 新規・強化 具体的内容の例
○市内に点在する美術館の周遊促進
・市発行の共通入館券作成と市内観光施設利用者への配布
・各施設を巡る芸術祭（仮称）の開催と補助
・回遊性を高めるスタンプラリーの実施
・安曇野アートライン（推進協議会）との連携
○美術館の魅力向上
・芸術・文化体験の企画と実施（補助制度確立）
・市内で活動するアーティスト・芸術作家と連携した新商品の造成
・あづみのミュージアムカードを活用した新商品の造成

多様な旅行形態に対応した滞在型ツーリズム推進 新規・強化 具体的内容の例
・民泊、シェアハウス、ゲストハウスなど滞在施設との連携
・座禅など安曇野の暮らし・文化を楽しむツアー造成と実施
・安曇野の「夜も楽しむ街」創出事業（ナイトタイムエコノミーの推進）

滞在型のツーリズムを推進することにより、満足度及び再来訪意向の向上を図る
とともに、交流人口の拡大、地域経済の活性化を図ります。

【新規】安曇野の「夜も楽しむ
街」創出事業の推進

→

〈3-3-3〉
新しい滞在型
ツーリズムの

推進

観光課
観光協会

農政課
商工会

安曇野アー
トライン
文化課

市内及び広域の美術館等の活用と文化芸術団体との連携によりアート・ツーリズ
ムの展開を促進します。
市内美術館の魅力を向上し、美術館の周遊促進を図ることで、アート・ツーリズム
の展開を促進します

【強化】市内に点在する美術
館の周遊の促進強化
【強化】美術館の魅力向上

アウトドア関連企業や市内事業者と連携し、豊かな自然環境を活かしたアウトド
アコンテンツの開発と魅力的な旅行商品の提供を行い、アウトドアの聖地として
ブランド化を図ります。

【強化】アウトドア関連企業や
市内事業者との連携
【新規】東山ロングトレイルの
開発

観光課
観光協会

国営公園
県営緑地
環境課地域の自然資源を掘り起こし、国営アルプスあづみの公園や県営烏川渓谷緑地

等の既存施設と共に自然景観や動植物、里山文化を活かした誘客を図ります。
【
コ
ト

】

新
し
い
時
代
の
滞
在
型
観
光
の
振
興

～
各
種
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
～

→

〈3-3-1〉
アドベンチャー
ツーリズムの推

進

観光課
観光協会

スポーツ推
進課

【強化】ネイチャーツアー造成
【新規】自然資源のリスト化

→

〈3-3-2〉
アート・

ツーリズムの
展開

観光課

地域と店舗が連携した地産の食材等を利用した安曇野の新たな定番となるお土
産品の開発を支援し、定着化を目指します。
新商品等の定着化・定番化を目指す中で、食以外のお土産商品とのマッチング
等により付加価値を高める取組みを促進します。

【新規】地域と店舗が連携し
た地産の食材を利用した目
玉となる土産品の開発

観光課
（安曇野やさいス
イーツプロジェク

ト）

商工会
観光協会安曇野ならではの食の魅力（ワイン・ジビエ・信州サーモン等）を発信し、魅力的

な滞在環境づくりを促進します。

【新規】連携イベントの実施
【新規】年間パスポートの発
行

→
〈3-2-3〉

食の魅力発信

観光課
商工労政課
観光協会

【強化】安曇野やさいスイーツ
の定着化推進
【強化】安曇野林檎ナポリタン
の地元ソウルフードとしての
定着化推進

指定管理者制度による民間活力を活かした公共温浴施設の運営を行い、施設
の活性化を図ります。

【強化】指定管理者制度によ
る施設運営

観光課
（指定管理者）

観光協会
温浴施設の連携による情報発信、連携イベントの実施等の取り組みにより、温泉
地としての商品力と訴求力の向上を図ります。

安曇野の特徴的な風景、屋敷林のある歴史的まちなみや自然と調和した景観と
いった地域資源を活用することで、魅力的な滞在環境づくりを促進します。

【強化】安曇野百選・屋敷林と
歴史的まちなみ・三角島ふる
さとの森プロジェクトの継続
的取組の在り方検討・整理

→

〈3-2-2〉
温泉・温浴

施設の
魅力向上

観光課
（指定管理者）

歴史・文化的資源を磨き上げ、活用することで、魅力的な滞在環境づくりを促進し
ます。

【強化】歴史・文化資源を活
用したトレッキング等の造成
【新規】マイカー利用客の１日
の移動距離（60km）圏内市町
村との協働による旅行企画
商品の造成

観光課
観光協会

農政課
JA

農の魅力を発信、活用することで、魅力的な滞在環境づくりを促進します。

→

【
モ
ノ

】

地
域
資
源
の
磨
き
上
げ

～
魅
力
的
な
滞
在
環
境
づ
く
り
～

〈3-2-1〉
地域資源
の活用

観光課
文化課

観光協会

【強化】農産物直売所・農業
体験の情報発信ツールの有
効活用
【新規】安曇野地域内の農業
体験ガイドツアーの企画・実
施検討・整理

→

観光課
（安曇野百選プロ

ジェクト）
（屋敷林と歴史的
まちなみプロジェ

クト）
（三角島ふるさと
の森プロジェクト）

市内学生を対象とした観光学習等を促進することで、観光客の満足度を向上し、
再来訪者の増加を目指します。

【強化】市内学生を対象とした
観光学習の促進
【強化】信州大学・松本大学・
地元高校等との学生による
意見交換の実施

観光協会
観光課

人権共生課
観光ボランティア参画の動機づけや育成体制を強化し、観光ボランティアの参加
を促進します。

【強化】各種イベントへのボラ
ンティア参加促進

→

〈3-1-4〉
来てみてよかっ

た
安曇野づくり

観光協会
観光課

教育委員会
政策経営課

〈3-1-3〉
各種ニーズに応じた
観光ガイドの育成・

活用

観光課
教育委員会

商工会既存ガイドのブラッシュアップ研修等の実施により、観光ガイドの育成を推進しま
す。

【強化】産・学・官の連携によ
る観光ガイド育成
【新規】顧客のニーズに応じ
た観光ガイド（山岳、観光、ホ
スピタリティ、ボランティア）の
受入の仕組みづくり

商工労政課

観光関連外国人就労者の活用した観光の担い手確保と活用を推進します。

【新規】観光関連外国人就労
者（アウトドアインストラク
ター・通訳・ホテルマン等）を
活用した情報発信

商工労政課
観光事業者と就労希望者のマッチングにより観光人材の雇用と交流を促進しま
す。

【新規】観光事業者と就労希
望者のマッチングの場の提
供

長野県
観光に特化したコーディネーターを登用・育成することにより、質の高い観光地の
構築を目指します。

【新規】観光コーディネーター
の登用・育成
【新規】新規観光事業者の
フォロー

地
域
独
自
の
観
光
資
源
の
活
用

（
内
向
き

）

【
ヒ
ト

】

観
光
人
材
の
育
成
と
活
用

～
新
し
い
観
光
を
担
う
ヒ
ト
づ
く
り
～

→

〈3-1-1〉
観光プロフェッ
ショナルの登

用・活用

観光課
観光協会

〈3-1-2〉
観光の担い手

確保・活用

観光協会
観光課

観光協会
観光課

→
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計画の目標（指標）について 

 

①２つの指標とその役割 

指標は「目指す姿」と「基本戦略」に対して設定します。それぞれの役割は以下のとおりです。 

 

図表 1 ２つの指標とその役割 

 「目指す姿」の達成状況を測る指標 「基本戦略」の達成状況を測る指標 

役割 施策の成果（アウトカム）を把握すること 施策の実施状況（アウトプット）を把握すること 

※基本戦略の内容を踏まえ設定予定。 

 次回会議にて報告します。 

 

②「目指す姿」の達成状況を測る指標 

「目指す姿」の達成状況を測る指標としては以下を設定します。 

 

図表 2 「目指す姿」の達成状況を測る指標・目標値 

 単位 基準値 目標値（R9） 目標設定の考え方 

1 観光消費額 億円 72（R3） 120 

令和５年以降、毎年５億円の増加を

目指し、新型コロナ前（R１）の水準

（120億円）を目指す。 

2 
来訪者の満足度 

（大変満足・満足） 
％ 82（R3） 85 

令和７年（３年目）までに３％増加

し、その水準の維持を目指す。 

3 平均宿泊日数 泊 1.27（R3） 1.90 毎年 0.1泊ずつの増加を目指す。 

4 50歳未満の再来訪率 ％ 73（R3） 77 毎年１％ずつの増加を目指す。 

5 延べ宿泊客数 百人 6,288（R3） 11,500 

令和５年以降、毎年２万５千人の増

加を目指し、新型コロナ前（R１）の

11,974百人程度の水準を目指す。 

 

③３つの施策の柱と「目指す姿」の達成状況を測る指標との関係 

３つの施策の柱と「目指す姿」の達成状況を測る指標との関係は以下のとおりとなります。各柱の

成果を主に評価する指標は「●」となっています。ただし、「〇」においても各指標（数値）を押し上

げる下支えをする役割を担います。 

 

図表 3 「目指すべき姿」に設定する目標 

 【施策の柱１】 

持続可能な 

観光地の形成 

【施策の柱２】 

戦略的な観光 

プロモーション 

【施策の柱３】 

地域独自の 

観光資源の活用 

1 観光消費額 〇 〇 ● 

2 来訪者の満足（大変満足・満足） 〇 〇 ● 

3 平均宿泊日数 〇 〇 ● 

4 50歳未満の再来訪率 〇 ● 〇 

5 延べ宿泊客数 〇 ● 〇 

資料２ 
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④「目指す姿」の達成状況を測る指標の実績・目標値 

各指標のH28～R3 年の実績・基準値・目標値を示します。  

 

図表 4 実績値・目標値 

指標 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2026 

  実績   基準値 → → → → → 目標値 

観光消費額 

（億円） 
114 122 126 120 67 72 80 100 105 110 115 120 

来訪者満足度 

（大変満足・ 

 満足）（％） 

83 80 83 70 80 82 82 82 82 85 85 85 

平均宿泊日数

（泊） 
－  －  1.26 1.40 1.41 1.26 1.40 1.50 1.60 1.70 1.80 1.90 

50 歳未満の 

再来訪率（％） 
72 69 70 65 70 73 73 73 74 75 76 77 

延べ宿泊者数 

（百人） 
11,090 12,746 13,036 11,974 5,976 6,288 8,394 10,500 10,750 11,000 11,250 11,500 

 

図表 5 観光消費額 

 

 

図表 6 来訪者の満足度（大変満足・満足） 
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図表 7 平均宿泊日数 

 

図表 8 50 歳未満の再来訪率 

 

図表 9 延べ宿泊客数 
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調査票に項目がない 

ため、数値なし 


